





























































































































































































































































PDFあり 6 6 
 うち収集済 
2 
（館内提供） 
0 
 遺跡リポジ 
 トリ収録 
2 3 
参考：47都道府県の状況（2012.10調査） 
２．遺跡資料の収集状況 
25 
 PDFあり 
 県立：青森、宮城、三重、鳥取、香川、宮崎 
 公益財団法人：山形、茨城、愛知、京都、愛
媛、高知 
 国立国会図書館が収集済み 
 青森、宮城（いずれも館内限定） 
 遺跡資料リポジトリにあり 
 山形、茨城、香川、愛媛、宮崎 
 
遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
26 
遺跡資料リポジトリとの相互補完関係 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
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1. 収集 
2. デジタル化 
3. 提供 
4. 保存 
 
遺跡資料リポジトリとは相互補完関係 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
28 
1. 収集における相互補完 
 国立国会図書館でも、冊子体をすべて収集
できているわけではない 
→遺跡資料リポジトリ内の報告書が補完に
なり得る 
 国立国会図書館は、遺跡資料リポジトリ外
のデジタル版報告書を収集 
→遺跡資料リポジトリと「分担」 
遺跡資料リポジトリとは相互補完関係 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
29 
2. デジタル化における相互補完 
 国立国会図書館は200万点以上の所蔵資料
（国内刊行分の約1/4）をデジタル化済み 
 
デジタル化
済 
デジタル化
未 
国立国会図書館デジタル化資料 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
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 http://dl.ndl.go.jp/ 
 古典籍：9万点 
 和図書（明治～1968年）：89万点 
 和雑誌（明治～2000年）：102.5万点 
 官報（創刊～1952年4月）：2万点 
 博士論文（1991～2000年度）：14万点 
 著作権処理済みの約41万点をインターネッ
トに公開中 
国立国会図書館デジタル化資料 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
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近代デジタルライブラリー 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
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 http://kindai.ndl.go.jp/ 
 「デジタル化資料」のうち、インターネットに
公開している図書、雑誌を対象 
遺跡資料リポジトリとは相互補完関係 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
33 
 デジタル化における相互補完 
 国立国会図書館は200万点以上の所蔵資料
をデジタル化済みだが、図書は1968年以前
刊行分のみ（報告書は100点程度？） 
→遺跡資料リポジトリと「分担」も可能 
 国立国会図書館は公共図書館のデジタル
化、デジタルアーカイブを支援する取組を実
施している 
→遺跡資料リポジトリへの協力も可能？ 
参考：遺跡資料リポジトリの知名度？ 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
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 国立国会図書館「資料デジタル化研修」で
遺跡資料リポジトリについて質問 
 都道府県立図書館、市町村立図書館のデジ
タル資料／地域資料担当者27名中、知って
いたのは3名のみ。 
遺跡資料リポジトリとは相互補完関係 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
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3. 提供における相互補完 
 遺跡資料リポジトリと「国立国会図書館サー
チ」とが連携できれば、媒体を問わず、報告
書を相当程度網羅的に検索可能となる 
 遺跡資料リポジトリ内のデジタル版報告書 
 遺跡資料リポジトリ外のデジタル版報告書 
 国立国会図書館所蔵の冊子体報告書 
 都道府県立・政令指定都市立図書館、大学
図書館所蔵の冊子体報告書 
国立国会図書館サーチ 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
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 http://iss.ndl.go.jp/ 
 国立国会図書館、全国の公共図書館、公文
書館、美術館や学術研究機関等の所蔵資
料等（冊子体、デジタル）を一括りに検索 
遺跡資料リポジトリとは相互補完関係 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
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4. 保存における相互補完 
 遺跡資料リポジトリから提供されている報告
書は、国立国会図書館での利用＋全国の図
書館への貸出利用が減ると考えられる 
→資料保存につながる 
さらなる連携に向けて（私見） 
３．遺跡資料リポジトリとの連携可能性 
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 もう一歩進められそうな部分 
 相互補完関係を前提とした事業展開 
 二重投資の回避→効率的・効果的な分担 
 地方公共団体や公共図書館との関係 
 技術動向等の情報共有 
 データ、メタデータ、プロトコル等の連携 
 国立国会図書館サーチとの連携 
 国立国会図書館のデータの流用可能性 
ご清聴ありがとうございました。 
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